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〜エクセレントフィート FC 長谷川憲司代表に聞く〜　（続き）

コロナ禍をきっかけに、もっと「楽しいサッカー」と交流を〜第４種委員会キッズ担当・河野雅明氏に聞く

〜第４種委員会キッズ担当・河野雅明氏に聞く　（続き）

大会記録●県内大会　１種　●県外大会　１種・女子・フットサル　インフォメーション　編集後記

第１５回埼玉県第４種新人戦中央大会開催

“いい野菜”をどう育てるのか〜江南南サッカー少年団・松本　佑総監督インタビュー

〜江南南サッカー少年団・松本　佑総監督インタビュー　（続き）

〜江南南サッカー少年団・松本　佑総監督インタビュー　（続き）

「子どもたちにもっと自由を。どこかに“スイッチ”はある」〜エクセレントフィート FC 長谷川憲司代表に聞く〜

３位　江南南サッカー少年団

３位　GRANDE FOOTBALL CLUB

優勝　レジスタ FC［A］

準決勝　レジスタ［A］ vs 江南南

決勝　レジスタ［A］ vs 新座片山

準優勝　新座片山フットボールクラブ少年団

準決勝　新座片山 vs GRANDE

　３月７日、１３日で「第１５回埼玉県第４種新人戦中央大会」が開催さ

れました。コロナ禍にあって、なかなか練習がままならなかったと

思いますが、参加したチームは最後までボールを追いかけてくれま

した。優勝したレジスタFC［Ａ］も、負けてしまったチームも、そし

て中央大会に出場できなかったチームも、ここからがスタートです。

一年かけてしっかり力をつけてください。４月からの第４種リーグで

会いましょう。

　慌ただしい中で大会開催に尽力していただいた役員の皆さんに感

謝し、無観客という感染防止にご協力していただいた保護者、関係

者の皆様に御礼申し上げます。ありがとうございました。

第１５回埼玉県第４種新人戦中央大会開催
第１５回埼玉県第４種新人戦中央大会
３月７日、１３日　SFAフットボールセンター他

※優勝はレジスタFC[Ａ]

レジスタFC
［A］
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川鶴FC

江南南サッカー少年団

大幡サッカースポーツ少年団

RCDエスパニョールジャパンアカデミー

レジスタFC［B］

FCリアル

KIDSPOWER.SC

レジスタFC［A］

タルタルーガフットボールクラブ

新座片山フットボールクラブ少年団

１FC川越水上公園

あけぼのFC

上沖サッカークラブ

浦和レッドダイヤモンズジュニア

GRANDE FOOTBALL CLUB U－１２

NPO法人 アイウィルスポーツクラブ
上尾朝日フットボールクラブスポーツ少年団
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県内の指導者の皆さんが共通して抱いている想い。それは「県内から一人でも多くのプロ選手、さらには日本代表選手を輩出したい」ではな

いでしょうか。それを具現化した指導者の筆頭が、県内であれば江南南サッカー少年団の松本総監督と言ってもいいでしょう。県内だけでな

く全国の事象にも見識がある松本総監督に自らの原点を絡めながら、現状とこれからを伺いました。 　　　（聞き手・広報委員／荒川裕治）

継承問題と原点
——お久しぶりです。昨年度も県代表として「JFA 第４４回全日本 U−

１２サッカー選手権大会」への出場（２年ぶり８回目）、お疲れ様で

した。

松本　ありがとうございます。決勝トーナメントに残りましたが、上

には進めませんでした。

　さて先に、よろしいですか。私の年上の従兄弟が、今、渋沢栄一

で話題の血洗島（深谷市）でネギ農家をしています。特産の深谷ネ

ギの中でも、あの地域のネギが美味しいそうです。それこそ、十代

の頃から深谷ネギを作ってきて、東京の料亭にも卸しています。

　そんな従兄弟が「ネギはしゃべらないけれど、感じ取ることがで

きる」と言うんです。彼の家は、お子さんが娘さんだけで婿養子で

継ぐことになったのですが、「そろそろ暖簾を下げるか」と言い出し

ました。お婿さんは会社員ですから「退職したら、やってもらえばい

いのでは」と勧めたのですが「できない」と言い切るんです。先程

も言いましたが、従兄弟は十代の頃からネギを育てています。もう

六十年くらいでしょうか。「俺じゃないとダメなんだ。（卸先に）わか

ってしまう」と。そういう話を聞くと、ただ土壌がいいからとネギを

作ればいいのではないのですね。継ぐというのは大変だなぁと思っ

たわけです。

　私が江南南を指導して３６年になります。今、７０歳。こちらこそそ

ろそろ暖簾を下げたほうがいいかなと思っているところです。極端

なことを言えば、この後は違う名前で最初からチームを始めたほう

がいいのではないかと思っています。先程の話ではありませんが、

継ぐ人が大変ですよ。もっと子どもたちも、指導者も気軽に楽しめ

るほうがいいんじゃないかと。どうしても「あの人がいたときはこう

だった」と比べられてしまいますし、これからチームに入ってくる子

どもたち、また教えるスタッフも「江南南」という名前が必要なのか。

無くてもいいのではないかと思うんですね。

——県内でもチームの継承問題、さらには少子化による合併、消滅な

ど、各チームとも様々な悩みを持っていると聞きます。江南南でも

そうなんですね。

松本　この数年、いろいろと考えています。

　今、監督は一期の卒業生に任せています。見ていると、どうも江

南南を守ろうとしているというか、継ごうとしています。だから「お

前には無理だな」と言っています。私もゼロからスタートしましたし、

彼が私と同じようにできるはずがありません。彼は彼なんですけど

ね。

——そういう課題についても触れていきたいと思いますが、少し振り

返っていただきながら、埼玉県の現状についてお伺いしたいと思っ

ています。それこそ、もう３６年ですか。

松本　江南南に来る前、大里でも指導していましたから実際は４０年

以上になります。

　私が教師になった時代、県北では児玉が強かったですね。小学生

のチームにいい先生がいて、そのまま児玉高校に行くから、児玉高

校も強かった。児玉の子どもたちと初めて試合をしたときには「全然

違うなぁ」と思ったものです。東松山も進んでいましたね。日産ディ

ーゼルの人や市役所の人たちが指導していました。熊谷は遅かった

んです。スポーツ少年団ができたのは、江南町や深谷の方が早かっ

たですね。そして、その少年団はサッカーもやるけれど、野球もや

るという複合型でした。当時、日

高に高萩ジャックスというチーム

があって、サッカーでも野球でも

県大会に出場して「すごいな」と

思ったものです。

　大里の小学校に赴任したときで

した。子どもたちと一緒に土日は

荒川で魚取りをしたり、土手をサ

イクリングしたり……ある日、子ど

もたちと森林公園に行き、その帰

り大岡小学校の前を通ったら、サ

ッカーをしていたんですよ。一緒

にいた子どもたちが「楽しそう」「まぜてもらおう」と言うので、「一

緒にやらせてください」と近くにいた大人にお願いしたんです。とこ

ろが、「これは学校の授業ではなく、チームでやっていることだから、

一緒にやってケガでもされたら困る。だから一緒にできない」と言

われたんです。要は少年団だったんですね。チームを作らないとで

きない、保険に入っていないとできない、ということでした。

　そこで教育委員会に掛け合い、議員さんにもサポートしてもらっ

て、大里で少年団を立ち上げました。

——それが具体的なサッカーとの関わりの始まりなんですね。

松本　そうなんです。立ち上げたけれど、私はサッカーをしてこなか

った。だから学びに行こうと思い、与野の下落合少年団にお邪魔し

たんです。すでに全少（全日本少年サッカー大会）が始まっていて、

与野の下落合といえば、全国で優勝したチームですよ。大会のパン

フレットで見たときには「確か、埼玉のチームだよなぁ」と思ったこ

とを覚えていますが、とにかく行きました。

　あの日、与野までの行きはよかったんですよ。熊谷駅で集まって、

ワイワイ言いながら電車で向かいました。でもそれが、帰りはホン

トに静か。熊谷駅に着いてから言いましたよ、「俺、辞める」って。

子どもたちに申し訳なくて「今日は楽しくなかったから」と。というか、

子どもたちが負けて戻ってくるのが嫌だったんですよね。

　アップのとき、下落合の子どもたちは当時流行ったコーチャーブ

ラックを履いていて、試合でもそのままなんですよ。コーチャーブラ

ックはサッカーシューズではありません。「舐めてるな」と思ったも

のです。ところが下落合少年団の子どもたちはそれでも上手かった

んですよ。それまでキック＆ラッシュのサッカーしか見ていなかった

のですが、すごく丁寧にワンツーをするし、サッカーそのものが力

任せじゃなかった。そもそも荒っぽいスポーツだと思っていたサッカ

ーが「こんなに連動感のあるスポーツなんだ」って知ったんです。上

野先生（匡氏・与野下落合サッカースポーツ少年団顧問）が指導さ

れていたサッカーに感動しました。あれが私の原点です。でも負けて、

私が悔しかった。

　少年時代の私は、もともとは野球をしていました。それもピッチ

ャーでした。１球ごとにベンチからサインが出るチームで、右肩に疲

れが残る日々でした。それがサッカーは自分で考えて、自分で判断

していいじゃないですか。その楽しさを知っちゃったんです。ただ子

どもたちの方が上手いので、いつも遊ばれちゃう（笑）。でも、それ

が心地いい疲れだったりするんです。

　とにかく、下落合少年団は上手くて、かつ楽しそうにやっていたこ

とも印象的でした。

“いい野菜”をどう育てるのか
〜江南南サッカー少年団・松本　佑総監督インタビュー

松 本 佑 総 監督
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２５歳からここまで懲りない大人ですが（笑）。

——子どもたちが負けるのが、今でもイヤなわけですね。でも、当た

り前だと思いますね。

　しかし、フロンターレのスタッフたちはオープンマインドですね。

松本　もちろん、レッズにも素敵な大人はいます。池田伸康さん（浦

和レッズユース監督）は、元気（原口元気。ハノーファー９６／ドイツ）

の話ですが、なかなか身長が伸びなくてスランプになったとき、一

緒に遊んでくれたそうです。レッズは食事の後に必ず休み時間を入

れるのですが、そんなときに元気は池田さんにボールをぶつけてい

たと言います。「ぶつける」というのは、元気としては「一緒にボール

を蹴ろう」というメッセージなんです。普通ならば指導者としては、

そこで「しっかり休め」と言うところでしょうが、池田さんは敢えて一

緒に蹴ってくれたそうです。そういうのがありがたいんです。名取さ

ん（篤氏。浦和レッズジュニアユースコーチ兼スカウト）からは「（まだ

身長が伸びなくても）大丈夫だから」と声をかけてもらって、安心で

きたのです。元気は、そういういい大人と出会って、今があるんです。

レッズもアルディージャも、“いい野菜”を買ってくるのではなく、“い

い野菜”を作る人を育ててほしいですね。

　出会いという面では、昔、一度「清水を見に行こう」と思って、綾

部さんにお願いして堀田先生に会いにいったことがありました。平

日のナイターでの練習を見せてもらいました。

　１８時から一時間、小学生のトレセンがあって、当時清水東高校の

勝沢先生（要氏）が６年生の GK にボールを投げて指導していました。

１９時からは中学生のトレセン、そして２０時からは高校生のトレセン。

４種から２種までのトレセンが同じ場所で行われていました。

——いわゆる清水のスペシャルトレセンですね。

松本　そうです。トレセンに集まった子どもたちのことを、種別を超

えた多くの指導者が見ていました。「種まき」ができていた時代です

ね。指導者も地域の中の「同士」だったからできたことです。それが、

今はＪリーグができ、営利団体が絡んでくるようになってしまいま

した。

——しがらみができてしまったということですね。それをどう乗り越

えるかは全国的な大きな課題だと思っています。ただ、同じグラウン

ドで違うカテゴリーのトレセンが次々に行われているというのは、や

はりいい環境だと思います。もう１０年以上前に、初めて江南南の練

習にお邪魔した際、隣でクマガヤSC（３種・クラブ）が一緒に練習し

ていました。あれは他ではなかなか見ることのできない光景でした。

世代を超えて、お互いにいい刺激をし合える環境というのは、作って

いけると思いますね。

全員が試合に出ることができる環境を
松本　特に下から上を目指す中で目標が近くにあるというのは、い

い刺激だと思います。それはまた、指導者も同じです。

　それでも今、上手い子どもたちにとってはいい時代になりました。

——下落合少年団を目指して、ここまで来られたんですね。それにし

ても江南南の話になりますが、全少の県大会７回優勝されたのはす

ごいことです。

松本　１８名がプロ選手になりました。うれしいことです。彼らが熊

谷に戻ってきて、チームを作ってくれたらと思ったりもしますね。

「浦和の子は浦和」
—— それは目指すところではないでしょうか。さて、長く指導されて

いる中、近年県内の４種で感じられることを伺いたいと思います。

松本　最近、浦和の少年団は結果を出していないようですが、でも

彼らの試合を見ていて思うのは「浦和の子は浦和」。素材はいますよ。

浦和という街の中にいい選手、たくさんいます。一生懸命やってい

るというのではなく、生活の中にサッカーがあるんですね。指導者

である大人たちが、それに気づいていないのか。外から見れば本当

にすごいことですよ。家の中にいては両親のよさ、すごさがわから

ないのと一緒でしょうか。恵まれていることに、なかなか気がつか

ないんですね。レッズやアルディージャも、遠くから選手を連れてき

ますが、中にいるんですよ。あとでも話をしたいと思っていますが、

その子の生活エリアの中に、その子にとっていいサッカーができる

環境があるといいと思います。

　一方、レッズ、アルディージャも見ていますが、私から見れば、ま

だまだ本気ではないと思うのです。先日の U−２４日本代表戦で活躍

した三好（康児選手。ロイヤル・アントワープ FC/ ベルギー）、板倉

（滉選手。FC フローニンゲン / オランダ）、そして三苫（薫選手。川

崎フロンターレ）。彼らは川崎フロンターレ U−１２で、小学生のとき

から上手かったですよ。

　レッズも高橋峻希（柏レイソル）、山田直樹（湘南ベルマーレ）、矢

島慎也（ガンバ大阪）、武富孝介（京都サンガ）、岡本拓也（湘南ベ

ルマーレ）など輩出しているのに、トップチームで使ってもらえなく

て外に出てしまっています。

　フロンターレは、小学２年生、３年生でセレクションをしています

が、そこにトップのスタッフも加わりますからね。そこに本気を感じ

るのです。また、フロンターレのコーチは気持ちがいい。

　ある大会で前日に入ると、グラウンドが人工芝だったので翌朝早

く起きて、少し慣れさせてもらったんですね。そこにフロンターレの

コーチたちが現れて「一緒にボールを蹴ろう」と言ってくれたんです。

「こう蹴るといいよ」とか言いながら実際に蹴るところを見せてくれ

ましたし、上手くいけば褒めてくれるし、上手くいかなかったら「次

に会うまでに蹴れるようになるといいね」と声をかけてくれたんで

す。実際、なかなか会えないのですが、「次に会うまで」と言われた

子は、一生懸命練習するんですよ。これがうれしい。子どもたちに

とっては、励みになる一言なんです。こういう素敵な大人に出会え

るといいですよね。

　こっちは試合に負ければ未だに椅子を蹴り上げてしまう７０歳。
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ただ、そうでもない子どもたちがサッカーのできる場、続けられる

場が少なくなってきたような気がします。全員が上手いわけではない

のです。小学生、中学生の間は、自分の力に合ったチームで、同じ

ようなチームで対戦できるような環境があるといいのではないでし

ょうか。

　すでに東京都の４種リーグはランク分けをしています。確かに上

手い選手、チームでのリーグ戦は理解できます。実際、ウチは小６

の子どもたちだけで出ている試合で、相手チームが３年生や４年生

も入れてなんとか８人ということもあります。真剣勝負をすると大差

がついてしまうこともあります。

　ただ、例えば県を１部、２部、３部と分け、さらに関東リーグと整

えていくと、どうしても昇格するために「勝つサッカー」を求めるこ

とになりませんか？　「子どもたちのために」作ったリーグ戦なのに、

自分たちのランクを維持するようなサッカーになってしまうのでは、

意味がないと思うのです。そこをどうするのか？

　また今は一つのチームから複数出せるようになっています。これは

いいことだと思うのですが、複数出すということはその分指導者が

必要になりますし、帯同審判も必要となります。少年団でボランティ

ア組織ならば保護者にお願いすればできるかもしれませんが、営利

団体だと費用がかさむことから、仮に複数出せる人数がいても敢え

て出さないというチームもあります。そういう整理も含めて、どうい

う環境がいいのかを考えていく必要性があると思います。それもお

互いの顔を見ながら、議論して誰もが「子どもたちのため」と納得

できる方向性を示したいものです。

　強化も大切ですが、例えチームに何百人もいても、全員が試合に出

ることができる環境を作ってあげることが大事なような気がします。

——ヨーロッパや南米では、自分の能力に合わせたチームを選ぶこと

ができます。それが日本ではなかなか選ぶことができる環境になり

ません。子どもよりも、指導者が負けたくない、勝ちたいという気

持ちを強く持っているからでしょうか。また少年団が地域に根付いて

いるだけに、地域を越えた子どもたちの移動、移籍ということに違

和感があるのかもしれません。とはいえ、冒頭の話ではありませんが、

少子化の問題で消滅、合併など、サッカーそのものの活動環境が大

きく変わろうとしています。だからこそ、一つのチームの存続問題で

はなく、地域……人口の多い県南と東部、西部、北部は違いますが、

将来構想として検討に入る時期になりましたね。もちろん、子どもた

ちのことだけでなく、有償無償で関わっている指導者の皆さんのこ

とも含めてですが。

松本　指導者の「見る目」は大事です。逆にいえば、どのチームもか

もしれませんが、欠けていることです。目の前の子どもをしっかりと

見てあげる。これができる指導者を育てなければなりません。

　最近、「週８」という言葉が聞こえてきます。チームの練習とスク

ールで毎日サッカーでも「週７」ですが、「週８」とは、１日でスクー

ルの掛け持ちをすることで「週８」。子どもたちは練習をしていると

いうよりも、スケジュールをこなしているんです。また指導者は、何

を教えるかが問題ではなく、時間通りに終わらせることが第一にな

っているようです。そういうことでは、やはりいい選手は育てられま

せん。

——週８。スクールを含めればサッカーをできる環境が選べる地域も

ありながら、そうでない地域もあるんですよね。そういう、いろいろ

なことを含めて、今の県内における４種のサッカーをどうご覧になっ

ていますか。

松本　本当に下落合少年団の子どもたちのサッカーは難しいことを

せずにシンプルにボールを動かすことが得意で上手かった。スムー

ズにパスしていました。衝撃的でした。あと小野選手（伸二。コン

サドーレ札幌）にも衝撃を受けました。彼が沼津選抜の一員で埼玉

に来たときに対戦しましたが、ボールを持っても無理しないんですよ。

相手が飛び込んでくると交わし、待っているのであれば突っかけて

いく。そのプレーはもう大人でした。元気（原口）もそうでしたが、

そういうことができる選手

はいるんです。

　それが、埼玉で対戦して

いると「（ゲームを）作るサ

ッカー」ではなく、「（ゲーム

を）壊すサッカー」をしてい

るチームがあります。相手

にゲームを作らせず、やり

たいことを壊して、その隙を狙うのです。だからいきなりペナルティ

エリアの中に蹴り込み、まだ４種年代だとミスが多いですから、そこ

を突いてきます。確かにパスを繋ぐことは、ミスをしてしまうリスク

が高いのですが、やはり４種年代から「作るサッカー」をしていかな

ければ、子どもが成長しないと思うのです。ここをなんとかしてい

かないと。「壊すサッカー」をしていたら、小野くんや元気のような

選手は出てこないでしょうね。

——チームの勝ち負け以上に、子どもがサッカーを続けていくための

基礎を作ろうという意識をもっと高めないといけないということでし

ょうか。

松本　それが「子どもたちのため」だという共通した考えになるとい

いのですが。

　あと県内というか、４種の試合環境について一つだけ。全少では、

一人審判で行っています。それもユース審判の一人審判。全国大会

ですので、ゲームそのものの展開が早いこともあり、残念ながら一

人ではコントロールできません。限界です。やはり副審もつけていた

だきたい。全少は実験の場ではありません。

——８人制になって、今まで以上に縦に早いですね。経験の無いユー

ス審判には負担が大きいと思います。審判と選手、審判と指導者と

いう関係も含めて、もう少し丁寧さがほしいものです。

　さて、他種別について、思うことはございませんか。　

松本　うーん、自分ところの草むしりだけで大変ですからね（笑）。

でも、中学、高校年代の指導者ともつながって、みんなで育てるこ

とが必要なんでしょうね。残念ながら、私自身、熊谷市内の高校の

指導者との接点はありません。やはり、先程の話じゃないですが、

人のつながりが大事ですし、それで子どもたちは「いい大人」になっ

ていくと思うのです。そういうところで、県内であれば、レッズやア

ルディージャのＪクラブがリードしてくれるといいですね。

　そう、レッズやアルディージャの４種は勝っても負けてもスタイル

を変えないでほしいのです。ただ「負けたくない」サッカーをしてい

るように見えます。やはり埼玉の中で、レッズとアルディージャには

いい見本になってほしいですね。いいサッカーをしていれば、自然

と目指すものです。フロンターレや（横浜Ｆ・）マリノスとかは、強い

個性、「色」を持っていて、負けてもブレませんからね。

　それで他種別についてですが、レッズのジュニアユースが熊谷に

もあったら、よかったなと。元気は、毎回熊谷から与野へ通ったわ

けですよ。話にも出しましたが、身長が思ったように伸びずに悩んで

いたこともありました。もし、レッズのジュニアユースが熊谷にあっ

たならば、グラウンドへの往復の時間は大幅に短縮できたでしょう。

成長期にもっと睡眠も取れたら、身長が１８０cm 超えていたかもし

れません（公称、１７７cm）。１８０cm 超えていたら、もっと……と思

うんです。県内の子どもたちのために、それぞれの生活圏の中、車

で３０分程度の範囲の中でＪクラブのアカデミー、せめてジュニアユ

ースがあったらいいなと思いますね。

——県内にＪクラブのアカデミーが複数あったほうがいいということ

ですね。

松本　選手が引退した後の雇用にもつながりますし、それが全県的

なレベルアップになると思います。

——子どもたちの成長は待ってくれません。県内において「いい環境

とは何か」を技術委員会が中心になって、検討してもらいたいと思い

ます。またお話を聞かせてください。ありがとうございました。
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この１０年で急激な躍進を続けているエクセレントフィート FC。さいたま市岩槻区でチームとして活動をしながら、県内外で「キャスクスピー

ドトレーニングスクール」を展開し、育成年代の指導に励んでいる長谷川憲司代表に話を伺いました。　　　（聞き手・広報委員／荒川裕治）

「子どもたちにもっと自由を。どこかに“スイッチ”はある」
〜エクセレントフィート FC 長谷川憲司代表に聞く〜

ハワイからのスタート
——そもそも、どのようなきっかけで指導者の道に入られたのでしょ

うか。

長谷川　大学時代からアルバイト

していたテレビ局の下請け会社に

就職したのですが、もともと海外

で仕事をしたいと思っていました。

父親が長く単身赴任でしたが、東

南アジアで仕事をしていたことに

影響されていたんですね。１９９６年、

２５歳でハワイに移住しました。語

学学校に通いながら、日曜日にグ

ラウンドに行って社会人チームで

サッカーをするという日々を過ご

していました。ある日、語学学校

の友人が「審判できますか」と声をかけてくれて、日本人中心の少

年チームに関わったのが最初でしたね。もちろんボランティアです。

大体１００人規模でそれなりのチームでした。

——当時、ハワイのサッカー事情はいかがでしたか？

長谷川　オワフ島だけですが、U−１２でいえば、競技志向のチーム

が男子だと２０〜２５、女子は少し多くて２５〜３０くらいでした。ロー

カルルールで３点以上差をつけてはいけないとかあるんですよ。そ

んな中で、より競技志向の強いクラブチーム（Powder Edge SC）

を作ることになり、そこから本格的に指導者になったんです。

——しかし、学生 VISA しかお持ちじゃなかったんですよね。

長谷川　その通りです。浦和南から一浪して明治大学へ進み、日本

史学を専攻したことが、ここで生きました。コーチをするだけでなく、

ハワイと日本の歴史を教える教師という立場で就労 VISA を申請し

ましたら、就労 VISA が降りたんです。ただし、月給８万円からのス

タートでした。

——そこでボビー・ウッド選手（ＦＷ／ハンブルガー SV・ドイツ。元

アメリカ合衆国代表）と大崎玲央選手（ＤＦ／ヴィッセル神戸）に出会

うわけですね。

長谷川　二人とも、クラブの指導だけでなく、個人レッスンもしてい

ました。月給８万円でしたから、そういうところで収入を得ていました。

　あと、ハワイにいた時期、２００３年に仲西先生（駿策氏・元埼玉県

サッカー協会理事長）が団長で U−１２の埼玉県選抜が遠征でいらっ

しゃったので、その現地コーディネートをしました。原口元気選手（ハ

ノーファー９６）たちがいましたね。そういえば、ハワイの保護者たち

から「日本の子どもたちはどうしてこんなに上手いの？」と聞かれた

のが印象的でした。

　これがきっかけとなって、２００４年の埼玉国際ジュニアサッカー大

会に「ハワイ州選抜」として招待していただき、さらにハワイ州サッ

カー協会の少年連盟の理事に推挙していただくなど、いい経験をさ

せてもらいました。

　その翌年の暮れに帰国しました。VISA の関係で戻ることにした

のです。

個へのアプローチ
——仲西先生のハワイ遠征は覚えています。そういうつながりがあっ

たんですね。さて帰国して、どうされたのでしょうか。

長谷川　自分を売り込んで回り、『英語で教えるサッカースクール』

を立ち上げました。スポンサードをいただきながら約 1 年、やりま

した。ただ、一人でやる限界を感じましたね。とにかく一人でしたから、

自分が行かなければスクールにならない。かといって、人材育成も

ままならず。ビジネス的に頭打ちになり、ここからの展開が見えなく

なったんです。そこで閉めました。

　そこから個人レッスンの専門を始めることにしました。運良く、横

浜の１２歳の子どもに指導する機会をいただきました。近々校内のサ

ッカー大会があるので、ボールを上手く蹴ることができるようにして

ほしい、という要望でした。会ってみたら、そもそも走り方もよくな

くて、そこも合わせて指導しました。結果的に 1 年くらいマンツーマ

ンで指導したことで、いろいろ考えさせられました。走り方も大事

だということ、それ以上に少人数、1 人から６人くらいまでのトレー

ニングは大事だなと。そういうスクールって埼玉には無かったんです。

　２００６年に埼スタのスクールがスタートしたのですが、そのお手伝

いすることになり、週末は個人レッスンをしながら、空いた月曜日に

走りに特化した「キャスクスピードトレーニング」も２００８年に始めま

した。チームを立ち上げることにしたのは２００９年の暮れ。埼スタで

の指導が三年過ぎてから、そこで最初に教えた年長クラスだった子

どもたちが３年生になったのを期に保護者の皆さんから要望をいた

だいたものですから。対象は小学生で、ここから今の形になりまし

たね。

——マンツーマン、個人指導……サッカーは集団スポーツですから、

なかなかそういう発想は出てこないですね。

長谷川　そのときに自分の強みは何かと考えたのですが、これまで

の指導がオーダーメイドだということでした。

　というのは、ハワイで個人レッスンをしていた大崎玲央選手が、

一時帰国したときに横浜Ｆ・マリノスのプライマリーを受験して、入

ることになったのです。振り返れば、あのときにそのままハワイのチ

ームにいさせるよりも、マリノスのアカデミーというのはいい環境だ

からそのほうがいい、「外に出そう」と決めたのです。それが今のク

ラブ理念になっています。またその一つ下にボビー・ウッドがいまし

た。彼の父親からは以前から「レベルの高いチームへ移籍させたい」

という相談もあり、やはり彼にも個人レッスンをしたらトップレベル

の選手に成長してくれて、カリフォルニアの強豪チームに移籍させ、

アメリカ代表にまでなってくれました。

　この二人に関しては、とにかく彼らのよさを伸ばすことを意識して

指導した結果です。特にボビーは一度ボールを持ったら、とにかく離

さないんですよ（笑）。「なぜ？」って聞いたら、「ボールが戻ってこな

いから」と。パスを出しても味方がボールを取られてしまうというこ

とでした。ならばと「自分でボールを取られないよう工夫しろ」と指

導しました。パスフェイント、キックフェイント……。そんなボビーが

唯一パスを出していた

相手が大崎でした。

　正直、彼ら二人 が

抜けたことは、チーム

にとっては大きなマイ

ナスでした。でも、そ

こで留めたら彼らに

可能性が広がりませ

ん。逆に、いい 選 手

がいなくなっても、他

長 谷 川 憲 司 代 表
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もあります。確かに、子どもたちには一人ひとりが自発的に考えて動

いてほしいものです。

埼玉の子どもたちは強い。そこに上手さを
長谷川　今、Ｊクラブにお願いしたいのは子どもたち、移籍を果た

した選手とその保護者の皆さんが「（チームに）入れてよかった」と

思う環境を整えていただきたい。常に憧れの場であってほしいので

す。赤とオレンジのチームが埼玉のツートップであってほしい…。ま

た指導者の皆さんには、勝たなければならないプレッシャー、育て

ないといけないプレッシャーなどあるかと思います。もう少し、一人

ひとり、つまり『個』の能力をさらに育ててほしいものです。『個性』

を持って J クラブに移籍したのですから…。人間を扱う仕事ですか

ら本当に難しいです。繰り返しになりますが、上手くいかない、伸び

悩んでいるのであれば、こちらに戻すという選択肢もあっていいの

ではないかと思うのです。ときには選手の入れ替えは1 年毎でもい

いのではないでしょうか。

　そんな中で、埼玉県の第４種リーグですが、そろそろレベルに応

じて、カテゴリーを分けてもいいのではないでしょうか。指導者仲

間の共通の意識は、埼玉県からプロ選手を出したいということです。

ウチからだけではなく、他のチームからでもいいんです。一人でも出

てくれると嬉しいです。他県を見ていて思うのは、東京や神奈川の

子どもたちは上手いです。対して埼玉の子どもたちは強い。ここに

上手さをどう乗せるかです。せっかくのリーグ戦ですから、子どもた

ちの成長を促すような仕組みを検討してみてはいかがでしょうか。

——目指す先が、埼玉の先にあるような気がしています。

長谷川　結果、埼玉を強くしたいんですよ。それも高校サッカーです。

高校サッカーは日本の文化。あの舞台で活躍できれば、なにかが起

こります。

　南高出身ということもあり、やはり埼玉の高校にがんばってほしい、

個人的には、できれば浦和の高校にがんばってほしいと思っていま

す。ウチの選手が南高に入って活躍してくれることが願っていること

です。そう、やはり埼玉なんですよ。

——やはり埼玉なんですね（笑）。

長谷川　今、週１回ですが、南高でフィジカルトレーニングを指導し

ています。

　あとは……ウチだって勝ちたいですよ。でも、送り出すことが、今

よりもいい環境でプレーして育ってくれることを願っています。だか

ら、選手が抜けた後、今いる選手でいいサッカーをして勝つことを

目指しています。そして、さらに J クラブ移籍選手を出す。その繰

り返しです。

　昨年になりますが、４種の新人戦。７期生で初めて決勝に行き、

レジスタＳＣさんと対戦しました。残り４０秒というところで１対０を

同点とされ、延長となり、結果は１対４。リードしている中、（タイト

ルを）獲れるかなと思ったんですよ。でも、上手くいかないものです

ね……松本先生（暁司氏）がお亡くなりになって四ヶ月目のことでした。

先生から「まだ勝つには早いよ」って言われたみたいで（苦笑）。

——これからも楽しみにしています。引き続き、よろしくお願いします。

の選手にチャンスが回ってくるのです。他の選手も成長してくれれば

いいのです。エースと呼ばれるいい選手が抜けた後でも、いいサッ

カーをして勝つ。それが、今のクラブとして目指しているところです。

クラブ理念

日本には、Ｊリーグ・サッカーのプロリーグが存在し、トップチ

ーム以下、育成下部組織が存在する。我々の使命は、クリエイ

ティブで質の高い選手育成を実現し、Ｊリーグの下部組織に選

手を輩出することを目的として、日本のサッカー界の末端にお

いて、努力をすることである。また、ジュニア・ジュニアユース

年代の育成に特化し、将来、日本のサッカー界および世界で活

躍できる選手の育成を目指す。

上手くいかなければ戻ることもあっていい
長谷川　現在、エクセレントフィート FC からレッズ、アルディージャ

のアカデミーに所属している選手が１７名います（２０２１年３月時点）。

累計で４７名の選手が移籍を果たしました。そのまま順調に伸びてほ

しい、成長してほしいと願っています。

　ただ、仮にウチよりもいいチームに移籍して、上手くいかないので

あれば戻してもらいたいと考えています。ヨーロッパだと自分が試

合に出場できるチームに移籍できるんですよね。いいチームにいけ

ば当然レベルは高いわけです。上手くいかないこともあります。ただ、

上手くいかないことが続くとチームだけでなく、サッカーそのもの

を辞めてしまうこともあります。それはもったいないじゃないですか。

だってウチに戻れば、またエースでいられます（笑）。またやり直せ

ばいいんです。実際、そういう子どももいます。移籍するチーム間

でギクシャクはないですよ。だって、その子どものために指導してい

るんですから。

——子どもにとっての環境は様々でいいということですね。実際、ど

のチームに行ったから、どの指導者と出会ったからプロになったと

いうのは、結果論です。また、確かにレベルの高いチームに行けば、

壁にもぶつかるでしょう。

長谷川　小学生の彼らは、３年生や４年生になるとＪクラブなどのセ

レクションを受けて、ステップアップしていっています。ただ、近年

では「Ｊクラブはジュニアユースからでもいいのでは？」「ここで６年

生まで鍛えよう」という考え方になっている子ども、保護者が増え

ています。

——実際、指導現場で意識していることはなんでしょうか。

長谷川　ウチでは「攻撃は自由だから」と言っています。ただ守備に

関しては連携が必要だから声かけも大事にしっかりやろう、と言って

います。

　県内でも県外でも、いいチームと対戦させてもらっていますが、

平均して上手いと思う選手が揃っているチームが多くなりました。逆

に強烈な個性を持った選手がいないんですね。思うに、もっと強烈

な個性を持った選手を輩出するには、もっと子どもたちを自由にさ

せるべきではないでしょうか。一番いいのは自発的に考え、動いてく

れることですが、できないのであれば提案するなど引き出すことが

必要だと思います。

　例えば、今の６年生（２０２１年３月時）はホントに負けていません。

なぜ負けていないのか？　戦術的な話は一切していません。ただ、

ボールを取られた場面を振り返り「どうしてボールを取られたのか考

えようね」と言っているだけです。

　あれこれ言うと、やはり子どもたちは控えめになってしまいます。

見ていると、子どもは子どもでどこかに“スイッチ”があるんです。で

すから、ウチではできるだけ放任です。だから、子どもによってかけ

る言葉も違いますね。

——どうすると本気になってくれるか、ですね。結局「やらされている」

と思うと受け身になり、いつまで経っても“スイッチ”が入らないこと
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緊急事態宣言下において、子どもたちの「遊び」が大きく制限されました。それは成長期における心身の発達、特に運動能力の発達に著し

く影響を及ぼすと考えられます。キッズ年代（６〜１０歳）へのサッカーの普及・育成を担当している河野氏に、現状とこれかを伺いました。

コロナ禍をきっかけに、もっと「楽しいサッカー」と交流を
〜第４種委員会キッズ担当・河野雅明氏に聞く

詰め込まず、少しずつ
河野　２０２０年度は、巡回指導を６３会場、指導者養成は８回行いま

したが、残念ながらキッズフェスティバルは「JFA ユニクロサッカー

キッズ」（１０月３日）以外を中止にしました。

　このコロナ禍の中、子どもたちに集まってもらうことができません

でした。小さい子どもたちは、特に集まることのできる場所がない

と難しいですし、かわいそうでしたね。緊急事態宣言によって、小

学校のグラウンドは使えない、公共施設の貸出も制限があり、かな

りの運動制限になってしまったと思います。

　それでも、それなりに動いていたと思うのですが、運動能力を見

ると例年の同年齢と比べると、育っていないような気がします。４歳、

５歳の幼児年代が６ヵ月も運動をしていなければ、体力的にかなり

落ちているのではないでしょうか。それでも私立の幼稚園、保育園

は早めに再開しましたから、動けているのではないかと思います。

　緊急事態宣言が解除され、せっかくできるようになった外遊びを

もっとやらせてあげたいと思うのですが、無理な負荷をかけてしま

うと逆にケガに繋がります。幼稚園や保育園に通園していれば別で

すが、家の中で過ごすことが増え、公園に行くことも制限されてし

まったことは、子どもたちにとってストレスになったと思いますね。

——ゴールデンエイジに向かう中での運動制限は、少なからず影響が

出るかもしれませんね。でも、焦らずということでしょうか。

河野　回復力は早いと思います。ただ、今までの子どもたちと同じ

かといわれれば、やはり違うと考えたほうがいいでしょう。神経系

が発達する時期においての制限ですから、そこは配慮しなければな

らないと思います。

　ということで、サッカーに限らずスポーツ、運動指導を行う際、通

常だったら「ここまではできるようになりたい」と目標を持つのでし

ょうが、あくまでも「できるようになってほしい」と目標を軟化すべ

きで無理に前に進めるのは危険だと思います。

　子どもたちを見ていて気がかりなのは、かけっこでも縄跳びでも、

継続してできる子が少なくなっていることです。もう少し言うと、で

きる子はできるけれど、できない子はできない。以前ならば、でき

ない子でもそこそこできたのにと考えると、差が広がっているように

思えるのです。家庭の意識、でしょうか。

——保護者の勤務状況の変化というのも影響していませんか。リモー

トとなり自宅で仕事をするようになった方も多くなったと思います。

河野　リモートで自宅にいるから積極的に「一緒に遊ぼう」という方

と、逆に「静かにしてね」という方がいらっしゃいますね。そこでの

保護者の皆さんの関わり方でも、差が出ているのかもしれません。

——そこで保護者としてはどうすればいいのでしょうか。

河野　やはり少しでも外に出かけて一緒に遊んでほしいですね。子

どもに関わる時間が増えた方は多いと思います。少しでも一緒に遊

ぶだけで違います。

　ただ普段から子どもと一緒に楽しく遊んでいるご家庭の子ども

は、体力はそんなに落ちていません。遊ぶことがあまり得意ではな

いご家庭の子どもが問題なのです。そもそも幼稚園、保育園に通う

年代は体力的に差がついてしまうものですから。それこそ、６歳ま

でのところで８０〜９０％もの神経系が発達するのです。ここを逃して

しまうと、より小学校の高学年になって差が出てしまうでしょう。

——ということは、今回の影響というのは、現状ではなく、今が６歳

くらいだとすれば５〜６年後に見えてくるのかもしれませんね。

河野　そうですね。歩く、投げる、飛ぶ、走る……中学年代ではは

っきりするでしょう。バランス感覚などのコーディネーションも、小

さい頃に経験したかどうかで差が出ます。現状、手遅れということ

ではなく、まだまだコロナ禍が続くでしょうが、今年から来年に向

けたここ一年が大事だと思います。子どもたちの様子を見ながら、少

しずついろいろな運動をするよう導いていただきたいですね。

　とはいえ、公共施設が開放されるようになり、慌てて予定を詰め

込もうとしていませんか？　やはりそれが子どもたちにとってケガに

繋がりますし、オーバーワーク、さらにはスポーツそのものから離れ

てしまう危険性もあります。

「サッカーをする」ではなく
——この年代でも、オーバーワークやバーンアウトがあるようでは残

念としか言いようがありません。ましてや、このコロナ禍にあって、

スポーツの大切さ、身体を動かすことの重要性が叫ばれています。

大人でもストレスになっているのですから、子どもたちにとっては想

像できないくらいの苦痛だったと思います。ですから、ここしばらく

は本当に楽しんでもらいたいですね。

河野　埼玉では幼稚園、保育園の時代から子どもたちに「サッカー」

をさせています。ポジションを決めて、勝ち負けにこだわり……それ

がこの数年「サッカーという遊びを楽しもう」という傾向になりつつ

あます。ユニクロなどのキッズフェスティバルによって「楽しむ」が

浸透してきたように感じています。またコロナ禍となり「サッカーを

する」よりも、ゴールを決める、ボールを追いかける楽しさをもっ

と理解してもらえる、進めていける時期が来たようにも思っています。

——いい意味でのブレーキ的な作用となって、ここで落ち着いて方向

転換してくれるといいですね。

河野　指導を見ていて、若いコーチたちが勝ち負けを意識すること

をコントロールできるようになり、勝ち負けよりも子どもたちを楽し

ませようという意識が高くなったように思えます。コーチが育ってき

た感じがするのです。例えばシュートを外しても「次、がんばろうね」

と言えるんですよ。徐々にですがコーチたちの世代交代ができてい

るようにも思えます。

——さて、with コロナ、after コロナに向けてキッズ担当として、ど

のように方向性を示していこうとお考えですか。

河野　キッズ年代では、楽しめるサッカーを目指すことが大事だと

思います。JFA からは「４対４をやろう」という指針が出ています。

そのほうがたくさんボールに触れるからです。今、４種同様にキッズ

でも８人制での試合をしていますが、これからのキッズは６人制、５

第４種委員会キッズ担当　河野雅明氏
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くてもラインゴールでもいいと思いますね。あと、ＪＦＡからは障が

い者サッカーとの交流も求められています。

河野　保護者同士、指導者同士でゲームは面白いですね。そういう

時間があってもいいと思います。また障がい者サッカーですが、小

学校に上がるくらいまでに関わりを多く持てればいいと思います。

今年はパラリンピックもあります。キッズフェスティバルの中で一緒

にできればいいですね。

——障がい者サッカーの皆さんとの交流が必要ですね。こちらにお呼

びすることも必要ですが、私たちも活動されている現場に伺う必要

があると思います。特別支援学校の先生たちには、選手や審判でサ

ッカーに関わっている方も多いです。そういう人たちとの交流、意見

交換もしたいものです。あとは、実際の交流を紹介していくことでし

ょうか。どのように交流すればいいのかわからないでしょうから。

河野　子どもたち同士には、関われば関わったなりの成果が出ると

思いますね。

——これらを実践するには、マンパワーが必要ですね。

河野　そうなんです。キッズの活動はキッズリーダーインストラクタ

ーが中心になって行っています。埼玉は登録人数は多いのですが、

実際に活動してくださる方が少なくて困っています。小中高と学校の

先生、福祉関係の人にキッズリーダー、キッズリーダーインストラク

ターのライセンスを取ってもらえるといいのですが。あと、女性がい

ない。

　千葉だと高校のグラウンドでキッズフェスティバルを行い、高校

のサッカー部員たちが中心になってくれていますし、東京だと国士

舘大学が積極的に行ってくれています。国士舘大学は大澤先生（英

雄氏・学校法人国士舘理事長）が熱心ですから。

——技術委員会が関わることで「普及」を意識していく方向性が求め

られますね。また今は４種の中で活動されていますが、他種別もも

っと関わらなければならないと思います。もう自然とサッカー部に入

ってくるという時代ではありませんから、ＳＦＡ全体の課題として取

り組む必要性がありますね。

河野　まずは始めてくれることから、そして続けてくれることです。

普及、グラスルーツを広げていきたいですね。

——今回もありがとうございました。

人制と限りなくフットサルに近くなるのではないでしょうか。

　事例として昨年度、大阪ドームでの「JFA ユニクロサッカーキッズ」

は６人制で行ったという報告がありました。これまで JFA からは「８

人制で」という通達がありましたが、ここに来て変化がありましたの

で、今年度の埼玉の「JFA ユニクロサッカーキッズ」は１２月２５日に

メットライフドームで開催しますが、６人制でやってみようと思って

います。

——実際、少子化の中で８人集めるのも大変な地域もあります。

河野　そうなんです。合同チームも増えています。小さい間は６人制

でいいと思いますね。改めて思うのは、楽しいからやるんです。やる

から上手くなるんです。

障がい者サッカー、保護者同士・指導者同士の
交流も
——その他、２０２１年度に向けての取り組みがあればお聞かせください。

河野　やはりキッズフェスティバルに関してですが、これまでも「個

人参加はできませんか？」というお問い合わせをいただいていまし

た。ただ、これまではチーム参加のみとして、お断りしていたんです

ね。それを今年からは門戸を開けようと思います。まだ応募したチ

ームさんに入れてもらうか、それとも個人参加の子どもたちだけで

チームを作ってもらうかは検討しているところですが、個人参加の子

どもたちを受け入れることで幅は広がると思うんですね。

　あと昨年、深谷・仙元山公園でのお祭りに呼んでいただきました。

お祭りのイベントの中でキックターゲットなどを行ったのですが、評

判がよかったんですね。イベントに出て行くのもありだと思っていま

す。サッカーの試合ではありませんが、簡易ゴールを置くだけで違

いますし、ボールで遊ぶというのは楽しいものです。その中で関わ

ってくれる指導者も育ってくれるのではないでしょうか。サッカー部

には入らなかった高校生がこういうイベントを通じて指導者になって

くれればうれしいですし、女性の指導者も楽しくできると思うのです。

　今は指導者ならば技術がないとダメという時代ではなくなりまし

た。知識は必要ですけどね。保父さん、保母さんたちも楽しめる場

ができるといいですね。

——キッズフェスティバルの中で子どもたちだけでなく、保護者同士

や指導者同士でゲームをやってもいいと思いますし、ゴールを使わな
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編集
後記

　今回はさながら第４種特集ともなる取材記事を中心に構成しま
した。指導者の抱く熱い想いに共感いただき、また抱える課題を
共有していただければ幸いです。
　第４種はこの先の１０年後、２０年後を担う人材の宝庫です。第４
種世代を「磨けば輝く原石」に例えた「トレジャーリーグ〜埼玉県
第４種サッカーリーグ戦」が、今春１５度目の開幕を迎えます。こと
しは全４６３チームが参加するリーグ戦で、どんなチームが躍進し、
どれほど選手が逞しく成長するのか、期待を込めて見守っていきた
いと思います。
　緊急事態宣言は解除されましたが、厳しい状況は続いています。
もはや毎号の結句となってしまっていますが、感染予防と拡大防
止へのご協力を、引き続きよろしくお願いいたします。（藤田）

代表決定戦　東京国際大学 vs 平成国際大学

代表決定戦　尚美学園大学 vs 埼玉工業大学

大会記録●県内大会
１種社会人
２０２１年度彩の国カップ第２６回埼玉県サッカー選手権大会予選
第２回 大学サッカー連盟杯
３月６日～２７日　県内各地

※東京国際大学と尚美学園大学が２０２０年度彩の国カップ第２６回埼玉県
サッカー選手権大会に出場する

大会記録●県外大会
１種
日本スポーツマスターズ２０２１サッカー競技関東予選会
３月６日、７日　ひたちなか市総合運動公園スポーツ広場他

１回戦	 埼玉県Ｏ−３５選抜　０−０　神奈川県選抜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５PK４）

代表決定戦	 埼玉県Ｏ−３５選抜　３−２　OVER３５千葉選抜
※関東からはエリース東京Ｏ３５と埼玉県Ｏ−３５選抜選抜が全国大会へ出
場する

女子
第２７回選抜高校女子サッカー大会「めぬまカップ」in 熊谷
３月２６日〜２８日　利根川総合運動公園サッカー場他

今回は全国から２７校が参加（県内からは９校参加）し、毎日違う組み合わせ
でのトーナメントで変則的に開催されました。
詳細は、熊谷市役所ホームページをご覧ください。

城西大学

埼玉工業大学

埼玉大学

尚美学園大学

1

1

1

5

0

　

1

2

　

0

大学代表

3

5
PK

3

0

0

3

東京国際大学

獨協大学

共栄大学

平成国際大学

大学代表

フットサル
第２２回関東フットサルリーグ２部 Powered by PENALTY
A グループ

第２２回関東フットサルリーグ２部 Powered by PENALTY
B グループ

第１１回関東女子フットサルリーグ２０２０
Powered by PENALTY

　順位 チーム 勝点 勝 分 負 総得点 総失点 得失差

 6 岩槻フットサルクラブ/tzk 0 0 0 5 7 31 －24

 

　順位 チーム 勝点 勝 分 負 総得点 総失点 得失差

 6 烏天狗フットサルクラブ 1 0 1 4 17 24 －7

 

　順位 チーム 勝点 勝 分 負 総得点 総失点 得失差

 9 アンビョン 4 1 1 6 11 24 －13

インフォメーション
参加費無料のオンラインセミナー

『スポーツ関係 者のための Otsuka Live on Seminer 
ZOOM Webinar』
４月２０日（火）１９時〜２０時３０分　
●講師　加藤康晴氏　
立教大学コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科教授
公益財団法人日本サッカー協会　医学委員
●演題
第１部　暑熱環境下における運動中の筋痙攣は水分補給で予防できるか？
第２部　トップアスリートのメディカルサポートについて
※申し込みの締め切りは４月１８日（日）です。
申込み URL　　　　　　　　　　　　　　　　　　  申込み二次元コード
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.
aspx?id=ObPdNNB_ AE -QQcLk f7vJ9Dm_
JyRN8Q5Ps-cFVXQKIQZUQklSWFYyRVNXT1h
OUVE4Qk9TR1JHNDJORS4u

『Otsuka 熱中症オンラインセミナー〜指導者、選手、ご家族
など熱中症の基礎を学びたい方へ〜』
５月１２日（水）１９時〜１９時４０分
５月１３日（木）１９時３０分〜２０時１０分
５月２９日（土）１６時〜１６時４０分
５月２９日（土）１８時〜１８時４０分
※４講演、全て同じ内容です。
●講師　株式会社大塚製薬工場 OS-1 事業部学術担当
●演題

「誰もがやるべき熱中症の対処方法」〜水分補給の最重要ポイント〜
※全４回とも先着５００名で締め切りさせていただきます。
申込み二次元コード
５月１２日（水）	 ５月１３日（木）	 ５月２９日（土）	 ５月２９日（土）
１９時〜	 １９時３０分〜	 １６時〜	 １８時〜

※全セミナー申し込みはウェブにてお願いします。視聴はパソコン、スマ
ートフォン、タブレットで参加できます。
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埼玉県Ｏ−３５選抜




